


 

 

 

 

安全に関する警告について 
 

 本機には、印付きの警告ラベルを貼付しています。安全上、特に重要な項目を示しています。

警告を守り、安全な作業を行ってください。 

 

 
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が 

            高いことを示します。 
            
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う可能性が 

            あることを示します。 
 
            その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあることを 

            示します。 
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 安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために 

  危 険 
 

  警 告 
 

  注 意 

  警告ラベルについて 



 
   

 
 － ラベルが損傷した時は － 
   警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。 

  ラベルが損傷した時は、すみやかに貼り替えてください。 

   注文の際には、この図に示す 部品番号 をお知らせください。 
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ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡

を含む傷害を生じる恐れがあります。 
 作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書を

よくお読みになり、十分に理解をしてからご使用くだ

さい。 
 

作 業 前 に 
 
 
 
 注意  
  
  説明書を製品に近接して保存してめ 
  自判断だけ対処すると思わぬ故を起こ 
  しケガをするます。 
  説明書はにすぐに 
  出せるよう製品に近接して保存してくだ 
  さ。  
 
 
 注意 
 説明書にさてる 
  や要領不十理解まま作業すると 
  思わぬ故を起こすます。 
  作業を始めるは製品に貼付してる警告ラ 
  ベル説明書にさてる 
  要領を十に理解して行て 
  くださ。  
 
 
 警告 
 作に不に 
  運転すると思わぬ故を起こすます。 
  次は運転しくださ。 
  

□  過労病気薬物影響そ他理由に 
 よ作業に集中き。 

□  酒を飲んだ。 
□  作未熟人。 
□  妊娠してる。  

 
 
 警告 
 作業にさを作すると 
  一部に巻き込ま死亡を含む傷害を 
  まねくます。 
  次に示す作業してくださ。      

□ 袖や裾はだぶつきもを着用する。 

 
□  ズボンや着はだぶつきもを着 
  用する。 
□  ヘルメットを着用する。 
□  はちまき首巻きタオル腰タオルは 
 し。  

 
 
 警告 
 を他人に貸す説明書にさて 
  るや要領 
  め思わぬ故を起こすます。 
  方法をよく説明し説明書を渡して 
  使用前にはよく読むように指導してくださ。  
 
 
 注意 
 や指部品を 
  付けて運転すると破損や傷害故をま 
  ねくます。 
  はしくださ。 
  部品交換するは指するもを使用 
  してくださ。  
 
 
 注意 
 始業をると破損や傷害故をま 
  ねくます。 
  作業を始める前には説明書に基づき 
  を行てくださ。  
 
 
 警告 
 ンンを始するトラタやッ 
  プに立まま行うと緊急態へ対処 
  きず運転者はもちろん周囲にる人ケガを 
  するます。運転席に座周囲 
   を確認して行てくださ。 
 ンンを始するを 
  (中立)にして行わと接続状態に 

  てるめトラタ暴走し思わぬ故 

  を起こすます。 

  を(中立)にして行てくだ 

  さ。 

 急するとトラタ前きる 
  運転者振落とさ周囲人を巻 
  き込んだ思わぬ故を起こすます。 
  周囲を確認しゆくとしてくだ 
  さ。 
 始する気ガによ中にる 
  ます。 
  窓戸を開け十に換気してくださ。  

安全操作上の注意点 

取扱説明書は製品に近接して保存を 

取扱説明書をよく読んで作業を 

こんな時は運転しないでください 

服装は作業に適していますか 

機械を他人に貸す時は 

機械の改造禁止 

始業点検の励行 

エンジン始動・発進する時は
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 をンンを始すると急 
  に作業駆さ周囲にる人ケガをす 
  るます。 
  をて始してくださ。  
 
 
 警告 
 作業を着するめにトラタをさせる 
  トラタと作業間に人ると挟ま 
  てケガをするます。トラタと作業 
  間に人を近づけくださ。 
 注意 
 作業をトラタにするや 
   まは軟弱行うとトラタ不 
   にき出し思わぬ故を起こすます。 
   平坦盤所行てくださ。 
 作業をトラタ離す止めをせ 
  ずに行うと作業暴走して思わぬ故を起 
  こすます。 
  離すは必ずタンドを接させ作 
  業車に止めをしてくださ。 
 するトラタによては前く 
  縦不とて思わぬ故をま 
  ねくます。 
  トラタへフロントウイトを付けラ 
  ンをてくださ。  
 
 
・ 危険 
 イントを使用すると 
  巻き込まてケガをするます。 
  イントは使用し 
  くださ。 
 損傷しまま使用すると巻き込ま 
  てケガをするます。 
  損傷しすぐに替えてくださ。 
  使用前には損傷してくださ。 
 トラタよ作業に着する者 
  不によ不にイント回転 
  しケガをするます。 
  をトラタンンをとめて行 
  てくださ。 
 ンを付け使用すると 
  回転し巻き込まてケガをする 
  ます。 
  トラタ側と作業側ンを回転し 
  所にしてくださ。 
 注意 
 を回るとイ 
  ントを回転させ破損しケガをする 
  ます。  

 
   縮隙間２５よも小さくると 
  イント突きげ起きるイ 
  ント破損をまねきケガをするます。 
  正量使用してくださ。 
 イントを接続しランプン 
  軸溝に納まてと使用中に 
  ケガをするます。 
  溝に納まてる接続部を押し引きして確 
  めてくださ。  
 
 
 注意 
 トラタに作業を着してを走行すると 
  路運送車輌法に違反します。 
  トラタに作業を着して走行はし 
  くださ。  
 
 
危険 
 走行するトラタル 
   左右さてと片に 
   トラタ左右に振転起こ思 
   わぬ故をまねくます。 
   ほ特殊作業はルは左 
   右して使用してくださ。 
 警告 
 トラタに運転者人をせるとトラ 
   タ転落し運転作妨げにて 
   緊急態へ対処きず同者はもちろん 
   周囲人よ運転者自身ケガをする 
   ます。 
  トラタには運転者人はせく 
  ださ。 
 急急回を行うと運転者振落とさ 
  周囲人を巻き込んだ思わぬ故 
  を起こすます。 
  急急回はしくださ。 
 急度を出しすぎると 
  転倒るは転落故を起こすます。 
  低走行してくださ。 
 回するによ周囲人を作業に 
  巻き込みケガをさせるます。 
  周囲人や障害物と間に十間隔を保て 
  行てくださ。 
 側して側溝る路路 
  を走行すると転落故を起こすます。 
  路は走行しくださ。 
 低きをえようとすると 
   トラタ転倒るは転しケガをする 
  ます。 
   ゆみ板を使用してくださ。  

作業機を着脱する時は 

移動走行する時は 

パワージョイントを使用する時は 

公道走行時は作業機の装着禁止 



 
- 5 -

 
作業に人をせると転落しケガをす 
  るます。 
  作業には人をせくださ。 
 注意 
 トタをげまま走行 
  すると障害物にぶつケガをする 
  ます。トタをげて 
  してくださ。 
 作業へを走行すると周囲 
  人を回転物に巻き込みケガを負わせる 
  ます。 
  走行するはをてくださ。  
 
 
 注意 
 過積るは片積をすると回や 
  作業作業転倒しケガをする 
  ます。指さ積量るは積 
  さ積はしくださ。 
  ほぼ平坦にるように積してくださ。  
 
 

作 業 中 は 
 
 
 
 危険 
 運転中は回転中タに接すると巻き込 
  まケガをするます。 
  周囲に人を近づけくださ。 
 や中にや片 
  してるとタによ飛散し運転者や周囲 
  人ケガをするます。 
  しようにしてくださ。 
 運転中は回転中タによる飛散物によ 
  ケガをするます。 
  周囲に人を近づけくださ。 
 トタ中不用に身 
  をるとトタよアムに 
  挟まケガをするます。 
  周囲に人を近づけくださ。 
 警告 
 作業をする周囲に人を近づけるとに 
  巻き込まケガをするます。 
  周囲に人を近づけくださ。 
 作業指回転をえて作業すると 
  破損によケガをするます。 
  指回転を守てくださ。 
 作業に人をせると転落しケガをす 
  るます。 
  作業には人をせくださ。  

 
 度を出しすぎると暴走故をまね 
  くます。 
  低作業してくださ。 
  作業をする途中すると暴 
  走する原因とます。 
  前低にしてゆくとてく 
  ださ。 
 わき運転をすると周囲障害物回や周 
  囲人へ危険回きず思わぬ故 
  を起こすます。 
  前方や周囲へ十にを払運転し 
  てくださ。 
 し運転をすると思わぬ方へ暴走し 
  故を起こすます。 
  しとハンドルを握て運転してくださ。 
 注意 
 運転中は回転中を開けると回転物に 
  巻き込まケガをするます。 
  を開けくださ。 
 や付着物を行う 
  よンンをとめずに作業すると 
  者不によ不に作業駆さ 
  思わぬ故を起こすます。 
  をンンをとめ回転部や可 
  部とまてるを確めて行てくださ。  
 
 
 警告 
 トラタ離るやに 
   駐車するとトラタ暴走して思わぬ故を 
  起こすます。 
  平坦し所に駐車しトラタン 
  ンをとめ駐車をけて暴走を防 
  くださ。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作業する時は トラクタから離れる時は 

荷物を積載する時は 



 
- 6 -

作業が終ったら 
 
 
 
 注意 
 運転中は回転中タに接すると巻き込 
  まケガをするます。 
  タを回転させて台清掃は危険 
  す。 
  やめてくださ。 
 をずに回転部可部付着物 
  作業を行うとに巻き込まてケガ 
  をするます。 
  をンンをとめ回転部や可 
  部とまてるを確めて行てくださ。  
 
 
 注意 
 作業をると作業不や破 
  損置さ次作業にトラルを起 
  こしケガをするます。 
  作業終わ説明書に基づきを 
  行てくださ。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 注意 
 にそまま置すると 
  破損やケガをするます。 
  説明書に基づき行てくださ。 
 やまは軟弱行うとト 
  ラタや作業不にき出して思わぬ 
  故を起こすます。 
  平坦盤所行てくださ。 
 よンンをとめずに作業すると 
  者不によ不に作業駆さ 
  思わぬ故を起こすます。 
  をンンをとめ回転部や可 
  部とまてるを確めて行てくださ。 
 トタをげ状態まま 
  作業すると不にしケガをする 
  ます。 
  にるは台防止をして行て 
  くださ。 
 や部品交換をするに 
  てると飛出るオイルるは 
  トタ急ケガをする 
  ます。 
  トタを限まろし 
  回路を無くして行てくださ。 
 不処置めにし 
  を付けずに作業すると回転部や可部に 
  巻き込まケガをするます。 
  元に付けてくださ。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

機体を清掃する時は 

終業点検の励行 

不調処置・点検・整備をする時
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１ 各部の名称とはたらき 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１． パワージョイント 

  トラタ軸に接続し作業本へ 

 伝達するに使用します。 

イドアングル側をトラタに接続します。 

２． ヒッチカン 

  トラタドロにするに使用します。        

３． スタンド 

  トラタ離すに使用します。 

４．スタンドハンドル 

  ハンドルを回してタンドを縮みさせト 

 ラタドロさとヒッンさをわ 

 せるに使用します。 

５．メインビータをくだき散布します。 

６．アッパビータ 

  積さをしメインタに量供 

 給します。 

７．ローラチェーン 

  作業本メインタアッタへ

伝達に使用します。 

８．ブレーキ用カプラ 

  トラタトラ出口に接続して 

 作業を使用します。 

 

 

１１１１    トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着 
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９．ギヤボックス 

  トラタ作業本に伝達さを 

９°方転換させます。 

１０．パワーゲート 

  箱流落ちるを防ぎます。 

１１．プッシュゲート 

  箱に積さをタへ搬送します。 

１２．流量調整弁 

  プッシュト送度をします。 

１３．コントロールボックス 

  流量弁開度をリモトコントロルする 

 置す。トラタ運転席作しやす位置にセ 

 ットして使用します。 

１４．電源スイッチ  
  コントロルボッを作するはまず電源 
 イッをにします。 

１５．ゲート速度設定ダイヤル 
  プッシュト送度をします。 
  イヤルを右（計回）に回すと早く左 
 （反計回）に回すと遅くます。 

１６．早送りスイッチ 

  早送イッを早送側にするとト度 

 設イヤル位置に関係くプッシュトは 

 きます。 

  散布作業際プッシュトを送はめて 

 タ散布さはめるま早送

運搬積作業際積をろすに使用します。 

１７．自動停止スイッチ，ランプ 

  回押す毎に自停止，ＦＦを繰返 

 します。 

  自停止はランプ灯しメイン 

 タアッタ回転してや回転 

 低（トラタ回転２５ｒｐｍ 

 ）はプッシュトきません。 

  自停止ＦＦはランプ消灯しメイ 

 ンタアッタ回転してくてもプ 

 ッシュトはきます。 

１８．ピン 

  トタをさせるときにし 

 替えて使用します。 

  散布作業トみさせるは 

 リヤボド格納所にします。運搬積作業

ト，タ共にさせるは

トアムとタフムアム部

にします。 

出はリヤボド格納所にしてま

す。 

１９．ボルト 

  散布作業ときタフムとリヤボドを

固します。出はボルトタフムと

リヤボドを固してます。 

２ 適応トラクタの範囲 

 
 本製品はトラタと着によ的確に性

能を揮きるように設計さてます。 
 不トラタと着によては本製品耐久

性に著しく影響をぼしトラタ運転作に

著し影響をぼすことます。 
 こ製品応トラタは次とす。 
 
出      92～147kＷ(125～200Ｓ) 
 部   複    2     
 部    1 7 5  ～ 2 1 0 kg / c㎡ 

部吐出量 毎    4 0 リ ッ ト  ル 
そ    他 トラ出口 
 
 

３ トラクタへの装着 

 
１．ドローバへの連結  
 
 
作業を着するめにトラタをさせる 
 トラタと作業間に人ると挟ま 
 てケガをするます。 
 トラタと作業間に人を近づけくだ 
 さ。  
 
 
作業をトラタに着するや 
 まは軟弱行うとトラタ不 
 にき出し思わぬ故を起こすま 
 す。 
 平坦盤所行てくださ。 
するトラタによては前く 
 縦不とて思わぬ故をま 
 ねくます。 
 トラタへフロントウイトを付けラ 
 ンをてくださ。   
（）作業タンドハンドルを回しトラタ側 
  ドロさにわせてくださ。 
 

 
   タンドさ範囲は４とて 
 ます。 
  範囲をえ使用は破損原因とます。 
 さ範囲を守てくださ。   
 
 

  警 告  

  注 意  

  取扱い上の注意 
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（２）トラタンンを始し静に退し 
  ドロにヒッンをてくださ。 
（３）ドロよヒッン穴をわ 
  せてトラタンンをとめ駐車 
  をけてくださ。 
（４）トラタ付属ヒッンをしリンン 
  抜け止めをしてくださ。 
（５）タンドハンドルを回しタンド 
離るま縮めてくださ。 

（６）リンンをしンを抜てタン 
ドを持ちげてタンド格納位置とるよ 
うにンをしリンン抜け止めをしてく 
ださ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．トラクタ油圧取出口との接続 
  本作業プッシュト送戻し 
 トタは仕様とて  
 ます。   
（）プッシュト，トタ共に 
  複シリンめ接続するプラは各２個 
  計４個す。／４ホ２本 
  トタ，／２ホ２本プッシ 
  ュトす。 
   プラはプッシュト，ト 
  タ共に／２オを付してます。 
（２）トラタ部出口に間違よう 
  プラを接続してくださ。 
 
 
 

３． ブレーキの接続 
本作業は４にをしてます。 
用プラをトラタトラ 

出口に接続してくださ。 
トレーラブレーキの作動油圧力は 150kg／c㎡
す。 
 

 
本作業はトラ専用 

す。 
トラタにトラ出口さ 

てけば使用きません。  
 
４．電装の接続 
 

 
   トラタに電品線をするンン 
 をＦＦにし行うとシトする 
 ます。 
   ンンをＦＦにして行てくださ。   

作業にはトラタとするルランプを

してます。 
  電はトラタとコネタ接続します。 
トラタ側部電品出し口ＤＩ規格７

コネタさてるはそまま作業

側コネタをトラタ側コネタに接続してくだ

さ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  まトラタ側に部電品出し口さ

ては別途トラタ側コネタ電気配

線必要とます。 
 作業側コネタ配線は図す。

コネタは接続方てます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 
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５．コントロールボックスの取付 

 
 
ッリッリコドをすや付 
 ける順逆にると工具接に 
 よシトするます。 
 すは○－側し付けるは○＋側 
 付けてくださ。 
電源コドをッリに付ける電源コ 
 ドコントロルボッに接続さ流量 
 弁ま接続し状態行うと誤作す 
 るます。コントロルボッ 
 離し電源コド単行てくださ。 
コントロルボッイッをにし 
 ままトラタンンをとめるとトラタ 
 ッリ電します。 
 トラタンンをとめるはコントロ 
 ルボッイッをＦＦにしてくださ。  
 

（）電源コドをッリタミナルへ付け 
  てくださ。電源コドタミナルはトラ 
  タッリタミナルをとめてるボルトと共 
  締めにしますッリ○－○＋共にコド 
  をしてくださ。コドをすは○－側 
  してくださ。付けるは○＋側 
  付けてくださ。 
   トラタッリコドナットをし電 
  源コドタミナルを付けナットを締め 
  付けてくださ。 
（２）コントロルボッをトラタ運転席作 
  しやす所に付けてくださ。 
   付けは磁吸着す平に 
  付けてくださ。 
（３）電源コドソケットとコントロルボッ 
  ソケットを接続してくださ。 
（４）作業側ソケットとコントロルボッソ 
  ケットを接続してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ パワージョイントの装着 

 

 
 
 イントを使用すると 
   巻き込まてケガをするます。 
  イントは使用し 
  くださ。 
 損傷しまま使用すると巻き込ま 
  てケガをするます。 
  損傷しすぐに替えてくださ。 
  使用前には損傷してくださ。 
 トラタよ作業に着する者 
  不によ不にイント回転 
  しケガをするます。 
  をトラタンンをとめて行 
  てくださ。 
 ンを付け使用すると 
  回転し巻き込まてケガをする 
  ます。 
  トラタ側と作業側ンを回転し 
  所にしてくださ。  
 
 
 を回るとイ 
  ントを回転させ破損しケガをする 
  ます。 
  縮隙間２５よも小さくると 
  イント突きげ起きるイ 
  ント破損をまねきケガをするます。 
  正量使用してくださ。  
 
１． 長さの確認方法 
（）作業をけん引し前しトラタと作業

ほぼ一直線に状態停止してくださ。 
（２）イント（アウタ） 
  イント（インナ）を引き抜てくださ。 
（３）ン付ヨランプンを押してそぞ 
  イントを軸ＩＣ軸に 
  しランプン元位置に出るま押し込 
  んくださ。 

イドアングル側をトラタに接続してくださ。 
（４）同士をねわせイプ（ア 
  ウタ）とイプ（インナ）量 
  は販売店に絡し長 
  イントと交換してくださ。 
（５）軸よＩＣ軸イント 
  アウタとインナをしてくださ。 
（６）作業をけん引し回し作業ドロ 
  側とトラタ接する寸前停止しく

ださ。 

  注 意 

  危 険  
  取扱い上の注意 



 
- 13 -

 

（７）ン付ヨランプンを押して 
  イントを軸ＩＣ軸にしラン

プン元位置に出るま押し込んくださ。 
   イドアングル側をトラタに接続してくださ。 
（８）同士をねわせ 
  （アウタ）と（インナ）オラ 
  ップする位置に目印を付けさにオラッ 
  プし長さに５を加え位置に印を付けこ 
  印端部ま長さを断方法順 
  に基づき断してくださ。 
 
 
   イントをにねわせト 
 ラタに接しほぼ直線状に 
 は作業ドロ側とトラタ間隔 
 広くるようにトラタをしてくださ。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．切断方法 
（）アウタ 

 インナ両方を長だけ 

ます。 

 

 

（２）同長さを 

 イプ先端計ま 

 す。 

 

 

（３）イプアウタとイン 

 ナ両方を金ノコまは 

 ッタ断します。 

  断するはイプ 

 中にウを詰め 

 粉イプに付着するを防くださ。 

（４）口をヤリめに仕げて 

  イプをよく清掃し次にグリを塗布して 

  アウタとインナを組みわせます。 

 

３．安全カバーの脱着方法 
() 解順 

① 固ネを 

   してくださ。 

   

   

     

② を 

 はずし位置へ回して 

 くださ。 

 

 

③ を引き 

 抜てくださ。 

 

 

 

④ ライドリングを 

 出してくださ。 

 

 

 

 

(２) 組立順 

① ヨライド 

 リング溝とイプ 

 （インナ）に品質 

 グリを塗てく 

 ださ。 

  ② ライドリング 

 つばをイプ側に 

 け口を開て 

 溝にはめてくださ。 

 

  ③ そに 

 をはめてくださ。 

 

 

 

    ④ をし止 

 まるま回してくださ 

 。 

 

 

⑤ 固ネを締め付けてくださ。 

 
 
 

  取扱い上の注意 
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４．パワージョイントの連結 
（） ン付ヨランプンを押して 

軸ＩＣ軸にしランプン元

位置に出るま押し込んくださ。 

    イドアングル側をトラタに接続してくだ

さ。 

 

  
 
 
 
 

 
 

付け方を間違ますとイント 
 故障原因にます。   

（２）ンを固し所に付 

  け回転を防くださ。 

  ンは回きに順応きる余裕を 

 持せま他へひように 

 に余るみをてくださ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 イントを接続しランプン 
  軸溝に納まてと使用中に 
  ケガをするます。溝に納まてる 
   接続部を押し引きして確めてくださ。  
 

 

 

 

 

 を子よく長持ちさせるめ作業前に必ず行

ましょう。 
 

１  運転前の点検 

 

１．トラクタ各部の点検 
（）トラタ説明書に基づきを行てく 
  ださ。 
（２）トラタオイル 
   本作業はトラタ部出置を利用 
  して作業を行ます。 

各部シリン縮状態状態ま

作するめに必要オイルは表

す。  
オ イ ル の 量 11.0㍑ 

 
２．連結部の点検 
    トラタドロと作業ヒッント 
 ラタ付属ヒッンさリンン 
 抜け止め確実にさてる。 
  不具つは1-3 トラタへ 

 着説明に基づき不具を解消してくださ。 

３．パワージョイントの点検 
（）イント抜け止めランプン 

  軸ＩＣ軸そぞ溝に納まてる。 

   不具つは1-4 イン 
ト着説明に基づき不具を解消してくださ。 

 
４．製品本体の点検 
（）ボルトナットに緩みは。 
  ホイルナット特に要部ナットに緩 
みしてくださ。 

   ホイルナットに不具つは表 
に基づき正締付トルにしてくださ。  

＜ホイールナットの締付トルク＞  
型    式 全  型  式 

ホイールナットサイズ Ｍ22×1.5 

 

締  付  ト  ル  ク 

500～550N・m 

（5100～5610kgf・cm） 

 
（２）タイヤ亀裂損傷は。 

  まタイヤ溝深さは正。摩耗は 

  。不具つは部品を交換してくだ 

    さ。 

 

２２２２    運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検 

  注 意 

 

  取扱い上の注意 
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（３）タイヤ空気は正。 

   不具つは表に基づき空気を充 

  してくださ。 

 

タ イ ヤ サ イ ズ 空  気  圧 

620/55R26.5 220kPa 
(2.2kg/cm2) 

 

（４）シャボルト断して。 

  断してるは5-2-1 シャボルト交換 

  に基づきシャボルトを交換してくださ。 

（５）メインタアッタ駆用ロラ 

  ンンシンは正。 

   不具つ5-2-2 ロラン 

  ンシン説明に基づき不具を解消して 

  くださ。 

（６）損傷部品は。 

   損傷部品つはもしくは部品 

  を交換してくださ。 

（７）各部給は十。 

   不具つは2-3 給箇所一覧表 

  説明に基づき給してくださ。  
 

２  エンジン始動での点検 

 

 
 
 をンンを始すると急 
  に作業駆さ周囲にる人ケガをす 
  るます。 
  をて始してくださ。  
 

１．駆動系統の点検 
トラタンンをけを接続し低 

 回転させてくださ。 

 

（）イント作業本まには 

  。不具つは6-1 不処置 

  一覧表に基づき不具を解消してくださ。 

（２）タには。 

① 音は。 

② 振は。 

不具つは6-1 不処置一覧表

に基づき不具を解消してくださ。 

 

２．油圧系統の点検 

（） トタには。 

   ト側プラを接続し方トラ 

  タを作しトタ 

  をさせ状態保持し。 

 

 

（２）プッシュトには。 

   コントロルボッイッをにし 

  プッシュト側プラを接続し方トラ 

  タを作してくださ。 

① 自停止をＦＦにしイヤルを右（計回 

 ）に回しプッシュト送度 

 く左（反計回）に回しとき遅く 

 る。 

② 自停止をにしトラタを接続

してンン回転をげるとプッシュ

トきンン回転をげるとプッシ

ュト停止する。 

③ イヤルを目盛６にし早送イッ

を早送側にするとプッシュトき

早く散布側にするとイヤル設し

度にる。 

④ トラタ部吐出量は毎４リットル

にさてる。 

プッシュト尾前位置に戻る

ま間を測し３５～４秒範囲に

る確認してくださ。 

 

  トラタ部流量多すぎて温す

るます。部流量きるトラ

タは毎４リットルにして使用してく

ださ。 

  ま長間続作業や過負によ温

するます。温しは作業を

中断し温をげて作業を再開してくださ。 

 

（３）トラタ部量は十。 

     トをさせプッシュトを

尾ま送状態量十確認してくだ

さ。 

（４）には。 

     用プラを接続しトラタ

ルを踏み用シリンる。 

   トラタルを離し用シ

リン縮む。 

   

につは6-1 不処

置一覧表に基づき処置してくださ。 

  トラタにるはトラ

タ販売店にご相談くださ。 

 

 

 

 

 

 

 

  警 告 
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○ 給塗布するオイルは清浄もを使用してくださ。 

○ グリを給脂する量とは古グリ出さ新しグリ出るます。 

不具つは6-1 不処置一覧表に基づき不具を解消してくださ。 

 

 
 ハへグリ給脂はハャップを 
  して行てくださ。 
 ャップをさ給脂するとグリ 

   側に出さ効く 
 る恐ます。 
 必ずャップをして給脂してくださ。  

 

    

 

                                                     

                                                                                                           

 

 

            

 

 

          ギヤボックス             車 軸メタル、ハブ       スタンド        パワージョイント                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ＰＩＣ軸関係                      ビータローラチェーン         アームの支点 

 

No. 給  油  場  所 箇所 潤滑油の種類 交 換 時 期 給油量 備 考 

1 ギ ヤ ボ ッ ク ス                   １ グ リ ー ス         ２ 号 作業シーズン毎 １２００ｇ 給  脂 

2 車 軸 メ タ ル 、 ハ ブ ６ 〃 〃 適  量 〃 

3 ス タ ン ド                   １ 〃 〃 〃 〃 

4 パ ワ ー ジ ョ イ ン ト                   ２ 〃 〃 〃 〃 

5 Ｐ Ｉ Ｃ 軸 々 受                   ４ 〃 〃 〃 〃 

6 メ イ ン ビ ー タ 軸 々 受                   ２ 〃 使 用 毎       〃 〃 

7 ア ッ パ ー ビ ー タ 軸 々 受                   ２ 〃 〃 〃 〃 

8 ロ ー ラ チ ェ ー ン                   

（本体～メインビータ） 

１ オ イ ル         〃 〃 塗  布 

9 ロ ー ラ チ ェ ー ン                   

（メインビータ～アッパービータ） 

１ 〃 〃 〃 〃 

10 ア ー ム の 支 点                   ４ グ リ ー ス ２ 号 〃 〃 給 脂 

３  給油箇所一覧表 

 
 

  注 意    
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を確認して慎に作業してくださ。 
 

１  本製品の使用目的 

 

 や散布運搬作業に使用してくださ。 

他用途には使用しくださ。 

 
 
   や散布をすると本製品破 
 損するます。 
  本作業使用目的使用はやめてくださ。 
  まや中に片 
してると破損原因とるます。

しように日管理してくださ。 
散布につて 

作業してくださ。  
 

 

２  最大積載量 

 

１．最大積載量 

 

最 大 積 載 量 

12,000kg 
 

 
 
過積るは片積をすると回中や 
 作業作業転倒しケガをする 
 ます。 
 指さ積積はしくださ。 
 ほぼ平坦にるように積してくださ。  
 
 

３  堆肥・鶏糞の積み込み方 

 

． 台方にて積み込みしてくださ。 

 

 
   前方方にて積み込みをすること 
 によ散布にやほぐやすく 
 に無理ません。 
積み込み順序をろに積んだ前に積んだ 

ようにララに行うと無理 
散布ムラ原因にるます。  

２． 積み込みさはアッフム端まを目 

 としてきる限均一にしてくださ。 

  積み込みさをくするとアッタ 

 を方に飛ばすめ均一散布得 

 ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   積み込み過ぎや不均一積み込み散布する 
 とタ部詰ま起き散布ムラ 
 原因にるます。 
 ま破損原因にるます。 

正積量にしてさに均一に積み込ん 
作業するによトラル順作 
業きます。  

 

 

４  プッシュゲートの変速操作 

 
 プッシュト送度はコントロルボッ

早送イッを散布側にしイヤルを回す

節きます。 

 イヤルを右（計回）に回すと度く

左（反計回）に回すと遅くます。 

 早送イッ早送側はイヤル位置

に関係くプッシュトはきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３３３３    作業の仕方作業の仕方作業の仕方作業の仕方 

  取扱い上の注意 

 ・ 注 意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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   送度目は範囲使用してく 
 ださ。 

   ～６ 散布作業 
 ７～８ 散布開始ま早送や運 
       搬作業  

 

 

５ 自動停止 

 

 コントロルボッ自停止イッを回押

す毎に自停止，ＦＦを繰返します。 

 自停止はランプ灯しメイン

タアッタ回転してや回転

低（トラタ回転２５ｒｐｍ）

はプッシュトきません。 

 

 自停止ＦＦはランプ消灯しメイン

タアッタ回転してくてもプッシ

ュトはきます。 

 
 
   散布作業は自停止行てく 
 ださ。シャボルト断しとき等 
 タ回転してに自プッシュト 
 停止しに無理ません。 
  自停止ＦＦは運搬作業や箱清 
 掃等に使用してくださ。  

 
 
 
 
 

 

６ プッシュゲートの速度と散布量 

 
 プッシュト度と散布量関係はす。 
 性状と希望散布量プッシュト度とトラタ車を決め作業してくださ。 
                                         （ton/10a）                                                                                              

プッシュゲート速度 未完熟堆肥（400kg/m3
） 完熟堆肥（800kg/m3

） 
トラクタ車速 トラクタ車速 

コントロール

ボックス 

ダイヤル開度 
荷台前端から後端

までの移動時間 

m／分 
5km/h 7km/h 5km/h 7km/h 

4 8分 0.6 2.7 2.0 5.5 3.9 
6 6分 0.8 3.7 2.6 7.3 5.2 
8 4分15秒 1.2 5.5 3.9 11.0 7.8 
10 3分15秒 1.5 6.9 4.9 13.7 9.8 
12 2分45秒 1.8 8.2 5.9 16.5 11.7 
14 2分30秒 2.0 9.2 6.5 18.3 13.0 

  
プッシュト度はトラタ部流量やオイル温度化等によ化します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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７ 散布作業と運搬堆積作業の切り替え 

 
．散布作業トみさせるときは 
① ；Ｕを開けてくださ。 
② 左右ンをリヤボド格納所にし抜 
け止めにリンンをしてくださ。 

 ③ タフムとリヤボドをボルト（Ｍ２ 
×３５）固してくださ。（左右各３ヵ所） 
④ フムプロケットをしリヤボ

ドボにボルト（Ｍ２Ｘ３５）４本固

してくださ。 
ロランはプロケットに掛け状態

付けてくださ。 
 ⑤ ロランンシンをしてくださ。 
⑥ ；Ｌｏを付けてくださ。 
⑦ ；Ｕを閉めてくださ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．運搬積作業ト，タ共にさ 
 せるときは 
 ① ；Ｕを開けてくださ。 
② ；Ｌｏをしてくださ。 
③ ロランンシンを緩めてくださ。 
④ プロケットをボしタフム

にボルト（Ｍ２Ｘ３５）２本固してくださ。 
残２本は中央部穴に付けてくださ。 

⑤ タフムとリヤボドを固してるボ

ルト（Ｍ２Ｘ３５）をしてくださ。 
（左右各３ヵ所） 

しボルト（Ｍ２Ｘ３５）はリヤボ

ド穴に付けてくださ。 
 
 

⑥ 左右ンをトアムとタフ

ムアム部にし抜け止めにリン

ンをしてくださ。 
⑦ ；Ｕを閉めてくださ。 
；Ｌｏは使用し邪魔に

所に保管してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．運搬積作業散布作業に替えるときは 
 にてる等をてくださ。 
  特に図示す部にてると

タフムとリヤボド行えくます

必ずてくださ。 
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８ 作業要領 
 
 
 
・運転中は回転中タに接すると巻き込 
 まケガをするます。 
 周囲に人を近づけくださ。 
・や中にや片して 
 るとタによ飛散し運転者や周囲人 
 ケガをするます。 
 しようにしてくださ。 
・運転中は回転中タによる飛散物によ 
 ケガをするます。 
 周囲に人を近づけくださ。 
・トタ中不用に身 
 をるとト，タよアムに 
 挟まケガをするます。 
 周囲に人を近づけくださ。  
 
 
・度を出しすぎると暴走故をまね 
 くます。低作業してくださ。 
 作業をする途中すると暴 
 走する原因とます。前低にし 
てゆくとてくださ。  

 
 
・運転中は回転中を開けると回転物に 
 巻き込まケガをするます。 
 を開けくださ。  
 
１．ＰＴＯ回転数 

  本作業正回転は  540rpm  す。 
 
 
・作業指回転をえて作業すると 
 破損によケガをするます。 
 指回転を守てくださ。  
 
 
  ンン回転状態ラッ 
 をると作業に付けてるシャボ 
 ルト断さるます。 
  ラッをるにンン回転 
 を低にてくださ。  
 
 
 
 
 
 

２．散布作業の仕方 
 

 
・積み方や種によて前方に飛散する 
ます。飛散するは回転 
を低にして作業してくださ。 

・プッシュトト作順序を逆 
に行うと破損原因とます。 
作順序を守て作業を行てくださ。   

（）を散布するほに着走行ラッを

ンンを低にし希望する散布量ト

ラタ車に位置にセットしてくださ。 
（２）ト側プラを接続し方トラ 
  タを作しトをさせ 
  てくださ。 
（３）プッシュト側プラを接続しほうト 
  ラタを作しコントロルボ 
  ッイッをにし自停止をに 
  してくださ。 
（４）早送イッを散布側にしコントロルボ 
  ッイヤルを目盛６希望する散布 
  量決め位置にわせてくださ。 
（５）ラッを接続しメインタアッ 
  タを回転させてくださ。 
（６）回転を本作業正回転（５４ 
  ｒｐｍ）にセットしてくださ。 
（７）コントロルボッ早送イッを早送 
  側にしプッシュトをしを送 
  てくださ。 
（８）タ散布さはめコント

ロルボッ早送イッを散布側にして

くださ。 
（９）走行ラッを接続し散布作業をはめてく

ださ。 
（）プッシュト端ま達し散布終了

し回転を低にしを

てくださ。 
（）プッシュト側トラタを作

しプッシュトを前位置ま戻してくださ。 
（２）ト側トラタを作し

トを限まげてくださ。 
 
３．運搬堆積作業の仕方 
 

 
・トタをげまま走行 
すると破損原因とます。 

 走行はトタを限 
まげてくださ。 

・プッシュトト作順序を逆に

行うと破損原因とます。 
作順序を守て作業を行てくださ。  

 ・ 危 険 

 ・ 警 告 

 ・ 注 意 

 ・ 警 告 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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（） ト，タ側プラを接続し方 
  トラタを作しト 
  タをさせてくださ。 
（２）プッシュト側プラを接続し方トラ 
  タを作しコントロルボッ 
  イッをにし自停止をＦＦに 
  してくださ。 
（３）コントロルボッ早送イッを早送 
  側にしプッシュトをしを送 
  てくださ。 
（４）プッシュト端ま達し出

終了しプッシュト側トラタ

を作しプッシュトを前位置ま

戻してくださ。 
（５）トタ側トラタ

を作しトタを限ま

げてくださ。 
 
 
 
 
 
 

９ 移動走行 

 
 
・トタをげまま走行 
 すると障害物にぶつケガをする 
 ます。トタをげて 
させてくださ。 

・作業へを走行すると周囲人 
を回転物に巻き込みケガを負わせるます。 

 走行するはをてくださ。  
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 

 
長持ちさせるめには必ずしましょう。 
 
 
・運転中は回転中タに接すると巻き込 
 まケガをするます。 
 タを回転させて台清掃は危険 
 す。やめてくださ。  
 
 
・をずに回転部可部付着物 
 作業を行うとに巻き込まてケガ 
 をするます。 
 をンンをとめ回転部や可 
 部とまてるを確めて行てくださ。 
・トタをげ状態まま 
 作業すると不にしケガをする 
 ます。にるは台防止 
 をして行てくださ。   

１ 作業後の手入れ 

 
． にてる等はほ中き 
 にてくださ。 
 特に回転部に巻き付ラやトインは 
 シル部品軸受け部品を傷つけます完 
 にてくださ。 

 
 
２．ボルトナットン緩み損傷は 
 破損部品確認してくださ。 
  ばボルト増締め部品交換をし 
 てくださ。 
３．各部給箇所は2-3 給箇所一覧表に基づ 
 き給してくださ。  
４．軸ＩＣ軸イントプライン部 
 塗さて露出部はさを防ぐめグリ 
 を塗布してくださ。 
 

２ トラクタからの切り離し 

 
 
・作業をトラタ離すや 
 まは軟弱行うとトラタ不 
 にき出し思わぬ故を起こすます。 
 平坦盤所行てくださ。 
・作業をトラタ離す止めをせ 
 ずに行うと作業暴走して思わぬ故を起 
 こすます。 
 離すは必ずタンドを接させ作 
 業車に止めをしてくださ。   
． トラタンンをとめ駐車をけ 
 てくださ。 
２． 作業車に止めをしてくださ。 
３． 軸イントをしてくださ。 

４４４４    作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら 

 ・ 注 意  

 ・ 危 険 

 ・ 注 意 

 ・ 注 意  

本作業にを積してするトラタ

縦性は空車とはきく化します。 
 等積によトラタ前割減

少しハンドル味低しを

け距離長くる現象としてわ

ます。走行するは低走行し

作は早めに行てくださ。 
ま過積はこ現象を助長させます本作

業指積量を守てくださ。 
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４．トタ限まプッ 
 シュト前部ま戻状態トラ 
 タを作し回路を無く 
 して部出口プラをしてくださ。 
 
 
  プラ部離しをするト 
 タをげまま離すと接続する 
 にプラにてるめ接続 
 きくます。 
  トタを限まげて 
 回路に残ようにして行 
 てくださ。   
５．トラタトラ出口 
用プラをしてくださ。 
６．電品作業側コネタをトラタ側コネタ 
 してくださ。 
７．コントロルボッ作業側ソケットを 
 してくださ。 
８．作業タンドを立てヒッントラタ 
 ドロきるまタンドハンドル 
 を回してくださ。 

９．ヒッン抜け止めやンをしヒッン 
 を抜てくださ。 
10．トラタンンを始し静に前させ 
ドロヒッンをしてくださ。 
11． しヒッンは抜け止めンとともに 
 保管してくださ。 
 

３ 長期格納する時 

 
． 各部清掃をしてくださ。 
２． 摩耗し部品破損し部品は交換してくださ。 
３． 2-3 給箇所一覧表に基づき脂を給し 
 てくださ。 

ま回転回支よイント 
 ランプンを含む摺部にはし軸 
 ＩＣ軸イントプライン部にはグ 
４． 塗損傷部を塗まはを塗布しさ

を防くださ。 
５． 格納は風しよ屋に保管してくださ。 

 
 
 
 
 子く作業するめに期的に行ましょう。 
 不による故を未然に防ぐめに

5-1 一覧表に基づき各部

を行を状態心して作業行える

ようにしてくださ。 
 

 
 
 
・よンンをとめずに作業すると 
 者不によ不に作業駆さ 
 思わぬ故を起こすます。 
 をンンをとめ回転部や可 
 部とまてるを確めて行てくださ。 
・トタをげ状態まま 
 作業すると不にしケガをする 
 ます。 
 にるは台防止をして行て 
 くださ。 
・めや部品交換を 
 するてると飛出る 
 オイルるはトタ急 
 ケガをするます。 
 トタを限まろし 
 回路を無くして行てくださ。 
・めにしを付けず 
 に作業すると回転部や可部に巻き込ま 
 ケガをするます。 
 元に付けてくださ。  
 
 

 
 

 
 

５５５５    点検と整備について点検と整備について点検と整備について点検と整備について 

 ・ 注 意  

  取扱い上の注意 
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１ 点検整備一覧表 

 
 時    間 チェック項目 処       置 
 新品使用１時間 全ボルト・ナットのゆるみ 増し締め 

マ
ニ
ュ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
本
体
 

使  用  毎 
（始業終業点検） 

 

機械の清掃 
ギヤボックスのグリース量 
パワージョイントの破損 
安全カバーの損傷 
ホイールナットのゆるみ 
タイヤの亀裂・損傷 
タイヤの異常摩耗 
タイヤの空気圧 
各部の損傷、脱落部品 
各部のボルト・ナットのゆるみ 
各部の給油 

 
グリース補充 
部品交換 
  〃 
「2-1-4 製品本体の点検」に基づき調整 
交  換 
  〃 
「2-1-4 製品本体の点検」に基づき調整 

部品交換、取付 

増し締め 

「2-3 給油箇所一覧表」に基づき給油 

マ
ニ
ュ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
本
体
 

シーズン終了後 

機械の清掃 
ギヤボックスのグリース 
タイヤの溝深さ 
各部の損傷、部品脱落 
各部のボルト・ナットのゆるみ 
各部の給油 
塗装損傷部 

 
交換 
溝が浅ければ交換 
部品交換、取付 
全ボルト・ナットの増し締め 

「2-3 給油箇所一覧表」に基づき給油 
塗装または油塗布 

使  用  毎 

機械の清掃 
ビータブレードの摩耗 
各部の損傷、部品脱落 
ローラチェーンのテンション 
各部のボルト・ナットのゆるみ 
各部の給油 

 
早めの部品交換 
部品交換、取付 
「5-2-2 ローラチェーンのテンション」に基づき調整 
増し締め 
「2-3 給油箇所一覧表」に基づき給油 

メ
イ
ン
ビ
ー
タ
・
ア
ッ
パ
ー
ビ
ー
タ
 

シーズン終了後 

機械の清掃 
各部の損傷、部品脱落 
ローラチェーンの伸び 
各部のボルト・ナットのゆるみ 
各部の給油 
塗装損傷部 

 
部品交換、取付 
早めの部品交換 
全ボルト・ナットの増し締め 
「2-3 給油箇所一覧表」に基づき給油 
塗装または油塗布 

使  用  毎 

機械の清掃 
各部の損傷、部品脱落 
各部のボルト・ナットのゆるみ 
油圧継手からの油もれ 
油圧ホースの亀裂・損傷 
流量調整弁の作動不良 

 
部品交換、取付 
増し締め 
シールテープを巻き、再取付 
部品交換 
  〃 

パ
ワ
ー
ゲ
ー
ト
・
プ
ッ
シ
ュ
ゲ
ー
ト
 

シーズン終了後 

機械の清掃 
各部の損傷、部品脱落 
各部のボルト・ナットのゆるみ 
各部の給油 
油圧継手からの油もれ 
油圧ホースの亀裂・損傷 
流量調整弁の作動不良 
フィルタの清掃 

 
部品交換、取付 
全ボルト・ナットの増し締め 
「2-3 給油箇所一覧表」に基づき給油 
シールテープを巻き、再取付 
部品交換 
  〃 
「5-2-4 フィルタの清掃」に基づき洗浄 
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２ 各部の調整 

 
 
傾斜地や凹凸地または軟弱地などで行うと、ト 
 ラクタや作業機が不意に動き出し、思わぬケガ 
 をする事があります。 
 平坦で地盤のかたい所で行ってください。 
ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業すると、 
 第三者の不注意により、不意に作業機が駆動さ 
 れ、思わぬ事故を起こす事があります。 
 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動 
 部がとまっている事を確かめて行ってください。 
 
１．シャーボルトの交換 

  過負荷から各部を守るため、機体前方にシャーボ 
 ルトを装備しています。 
 シャーボルトの交換は、次の手順で行ってください。 
 

（１） シャーボルトが切断した時は、必ず原因を調べ、 

  その原因を取り除いてから行ってください。 

（２）切断されたシャーボルトをシャーボルトホルダ

から取り除いてください。 

（３）シャーボルトホルダを手で回し、それぞれのシャ

ーボルト穴を合わせてください。 

（４）当社指定シャーボルトを後側から通し、前側で

ナットを組み込み、締め付けて固定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
シャーボルト切断の原因を取り除かずに、新し 
いシャーボルトを取り付けても、再度、切断さ 
れます。必ず原因を調べ、その原因を取り除い 

 てから行ってください。 
当社指定外のシャーボルトを使用すると、過負 
荷に対し、切断されず機体各部の破損原因にな 
ったり、正規の使用状態にもかかわらず、すぐ 
にシャーボルトが切断される事があります。 

 当社指定のシャーボルトを使用してください。 
当社指定のシャーボルトを使用していても、高 
 速回転でＰＴＯクラッチを入れたり、本作業機 
 の適正回転数以外で使用すると、シャーボルト 
が切断される事があります。 
ＰＴＯの接続は、低回転数で接続後、本作業機 
の適正回転数にセットして作業してください。  

２．ローラチェーンのテンション 

（１）カバー；Ｕを開けてください。 

（２）カバー；Ｌｏを取り外してください。 

（３）テンションローラを固定しているボルトを緩め

てください。 

（４） テンションローラとチャンネルを一緒に動かし、 

  テンションローラと反対側のチェーンのたるみを

とるまで、チェーンを張ってください。 

（５）ボルトを締め、テンションローラとチャンネル

を固定してください。 

（６）カバー；Ｌｏを取り付けてください。 

（７）カバー；Ｕを閉めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

カバー；Ｌｏを取り外す際、下側にあるブラケ 
ットにカバー；Ｌｏをかけた状態で、外側に倒し 
てから、斜め上方に持ち上げて取り外してくだ 
さい。 
  取り付ける際は、この逆の手順になります。 
 外側に倒さずにカバー；Ｌｏを脱着すると、破 
損の原因となります。 
 手順を守って作業してください。 

 

 

 

 

 

 

  注 意  

  取扱い上の注意 

 

  取扱い上の注意 
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３．パワーゲート及びビータ降下速度   

パワーゲート側油圧ホースの先端にスローリター

ンバルブが装備されています。 

  運搬堆積作業時、パワーゲート及びビータが約10

秒間で降下する様、スローリターンバルブを調整し

てください。 

  工場出荷時、スローリターンバルブは全閉から２

回転開けています。 

 

 

 
  運搬堆積作業時、パワーゲート及びビータの 
降下速度が速いと、機体の破損原因となります。 
 約10秒間で降下する様に調整し、作業してくだ

さい。   
 

 

 

 

３ ビータブレードの配列 
 

 ブレードは、本作業機後方より見て図のように配列

されています。 

この配列をくずしますと、振動が発生し、機体に悪影

響を与えます。 

 部品交換する時は、図に基づき確実に取り付けてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

４．フィルタの清掃 

  流量調整弁への異物の混入を防ぐため、フィルタ 

を２個装備しています。 

 フィルタを分解し、カートリッジを洗浄後、元通 

りに組み付けてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 電球の交換 

 
 テールランプの電球を交換する際はレンズを取り外

して行ないます。 
 電球は当社推奨の規格を使用してください。 
 
  

定  格 スタンレー 
品番（参考） 

ウインカー 12V 21W S25 BP4575B 

尾   灯 

制 動 灯 

  
12V 21W／5W S25 

  
BP4875B 

 
 
 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 
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 エンジンをとめてから処置してください。 
トラブルが発生したら「6-1 不調処置一覧表」に基 

づき処置してください。 
 
 
ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業すると、 
 第三者の不注意により、不意に作業機が駆動さ 
 れ、思わぬ事故を起こす事があります。 
 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動 
 部がとまっている事を確かめて行ってください。 
パワーゲート及びビータを上げた状態のまま、 
 下で作業すると不意に降下し、ケガをする事が 
 あります。 
  

 

 

 
 

 症   状 原        因 処         置 

グリースが不足 ｢2-3 給油箇所一覧表｣に基づき給脂 ギヤボックスが異常

発熱する ベアリング、ギヤ、シャフトが損傷 部品交換 
左右のタイヤ空気圧がアンバランス ｢2-1-4 製品本体の点検｣に基づき適正空気圧

にする 
ホイールナットがゆるんでいる ｢2-1-4 製品本体の点検｣に基づき調整する 

マ
ニ

ュ
ア

ス
プ

レ
ッ

ダ
本

体
 

機体がふらつく 

ハブのベアリングの摩耗 キャッスルナットの増し締めまたはベアリング

の部品交換 
ローラチェーンが外れている ローラチェーンをかけ直す メ

イ
ン

ビ
ー

タ
・
 

ア
ッ

パ
ー

ビ
ー

タ
 

ビータが回転しない 

ローラチェーンのテンションがゆるい ｢5-2-2 ローラチェーンのテンション｣に基づき

張り直す 

パワーゲートが上

がらない 

カプラが外れている カプラを接続し直す 

油圧継手からの油もれ シールテープを巻き、再取付 
パ

ワ
ー

ゲ
ー

ト
 

上げたパワーゲート

が自然に下がる 油圧ホースからの油もれ 部品交換 
カプラが外れている カプラを接続し直す 
カプラの仕様が合わない トラクタ純正品と交換 
フィルタの目詰まり 「5-2-4 フィルタの清掃」に基づき洗浄する 

 
プ

ッ
シ

ュ
ゲ

ー
ト

 

プッシュゲートが動

かない 

コントロールボックスの電源が入ってい

ない 

コントロールボックスの電源スイッチをＯＮに

する 
  トラクタのエンジン回転数が低い ＰＴＯ回転速度が５４０ｒｐｍになるようエンジン

回転数を上げる 
  シャーボルトの切断 ｢5-2-1 シャーボルトの交換｣に基づきシャーボ

ルト交換する 
ブレーキがきかない カプラが外れている カプラを接続し直す 

油圧継手からの油もれ シールテープを巻き、再取り付 

ブ
レ

ー
キ

 

 

油圧ホースからの油もれ 部品交換 
 
原因や処置の仕方がわからない場合は下記事項とともに購入先にご相談ください。 
１． 製 品 名       ３．製 造 番 号 
２． 部品供給型式（型式）   ４．故 障 内 容（できるだけ詳しく） 

１ 不調処置一覧表 

下に入る時は、台などで降下防止をして行って 
 ください。 
油圧系統の点検整備のため、補修や部品交換を 
 する時、圧力がかかっていると、飛び出る高圧 
 オイルあるいはパワーゲート及びビータの急な 
 降下でケガをする事があります。 
 パワーゲート及びビータを下限までおろし、油 
 圧回路内の圧力を無くしてから行ってください。 
点検整備のために外したカバー類を取り付けず 
 に作業すると、回転部や可動部に巻き込まれ、 
 ケガをする事があります。 
 元通りに取り付けてください。  

６６６６    不調時の対応不調時の対応不調時の対応不調時の対応 

  注 意 
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２ その他の不調処置 

  
  本作業機はコントロールボックス及びトラクタの油

圧レバーの操作により、プッシュゲートが荷箱に積載

された堆肥をビータへ搬送します。 
トラクタの種類によっては、散布作業中に油圧ホー

スが脈動したり、プッシュゲートが動かなくなること

があります。 
  これは本作業機のフローデバイダバルブの周波数と

トラクタの油圧ポンプの周波数が、ある条件下で共振

することにより、供給される油量あるいは油圧が不安

定になるためです。 
  その場合、以下の処置を行ってください。 
 
(１) トラクタに流量調整バルブがある場合、油量を 
毎分約４０リットルに調整してください。 

 （２）トラクタに流量調整バルブがない場合、および 
（１）の処置でも解決しない場合、本作業機のス

ローリターンバルブのニギリを症状が解決するま

で徐々に締め込んでください。（工場出荷時は全

開の状態です。） 
締め過ぎると油温上昇の原因になりますので注 

意願います。 
（３）（２）の対応でも解決しない場合、購入先にご相 
談ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 



 



 




